
秘裔器定解除
情報公開宜
’ 

し----’

号
后
~
え

，
●

，．
 

品
〗

―

ー

ー

ー

T
ー

ー

ー

ー

L
1
1
1
1
1
1

堵
占

□
責

1
1ピ
且
旦
且
□〗

内
五
こ
賃
忍
〉

胄
，
は
信
文
佐
多
ぽ
情
li↓
｛
ぷ
汀
1
[
．

J.T
了
ぷ
反
文

渇
ち
↑
喜
＇

／

序
閃
~
五

t
J

ー

)

,

f
J
 

、プ
．
I

白
令
ぃ
s
-
9
.

ぃ
色

』

畠
門
育
壼
況
泊
ふ
た
瓦
山
ぼ
名
品
＊
象
-

セ
Jjぷ

一

□
了
み
1
い

な

吋

,

え

[

か

-

と
□

ク
ゑ
今
ょ
ほ
．
キ
ー
／1
位
ー
げ
：
賃

•

5 
.. 

[
f
 

ー
·
-

:
「
;
―

•
3

•9
.,•
11.9 

..
 

番
・
全
在
な

1

4

4

.

‘
ー＇，．．
 
，＂＿＿＇：＇●，；↓

1
,
．ーー
，＇

i
：i
i
'，．
,
i
'
・1......
.
 
9

,

．，
1
.‘.
，
 
．．
 
i

.
1

,

；
1

.＇

,
1
ー
•
9•

. 

，
.1.，l
_
'

ー・・'
••••• 
‘
 

••• 

s
 

十
寄
刃
賃
．
賃
望
月
9
尽
貪
條

虞
怒



翠
‘
i
‘
介
ん
で
五
に
屈
＼
も
充
古
名
冶
詐
~
A

孔
柑
1
-
J
L

• .,
 
．．
．
 ,．I 

•

• 

t
 
•• 

’＼
＇＼
し
i
i

,

..
 
↓
 
..
 ；

5
二

．．
 4
•
•
1
1→[

．i
i
r
-
1
i

•T
9
,＇
i
1
1

『.
.

.

 

i
i
 
4̂
 
ィ

ト

之ぷ

夕

tr‘

、.

一り
i

旦
伶
す
ふ
]
dし

ヂ
兵
ぢ
砂
4
此
々
冴
弟
が
盗
各
ん
と

1
も
ぞ
ろ
久
f

¥

名
，
吐
阿
店
;ig我
心
ほ

1
危
f
'
色
認
げ
よ
貸
ナ
"
§
`
）
'

＇ .. 
.,... 

．，．． ． 

.

「
•

→
―，

→

『

'：
1
 ...
.
 
,
1

i
l
i

,

9

,

•
9

t

.

;

9
1
,
!

i
.
,
'
i

:

'

・
・

、

•9
,i 

.. ,.i
'·,
;119

,
9̀99
99•9

,
11 

.

..
 

;,1

,':•
9
9,
.9,
9 

99.，
9999,
 
..
...
.
 

9

9

9

9

・
1

•
9

9
,

．
,
．

ベ
↑

t
1乙
で
か
ン
ト
す
ざ
2

呟
g
布
（
＂
克
ん
戌
吐
げ
祖
贅
り
喜
す
J
1
心ロバ

]
i
3

こ
ん
包
岱
ふ
．
l

存
贔
行
ラ
員
予
で
ぎ
印
｀
よ
介
ス
．
p

．?
l
各“
条―

,.

'1
 心

―

ぉ
均
1̀
-t.+r
>wノと、図―
i
f
行`

i
こ
賃
む
が
い
と
さ
だ
，
二

知
'
t
-

尼
合
用
さ
は
屯
年
ふ
薗
唸
ー
？

i-含
：
ら
・L
．
呼
う
佑
｀
う
[-



... 
．．． 
ヽ

-1 、

外

,r ヽ-‘, 

省

.々1 '? 屹ざ1 す1 名 T; 捻

心園．;;,全 tL ．芍I. lJ て、ら茂
l ~ •投、〉 1 it 
？ ；ナ？． f,;t 弓
厄キト {J la ｝ 切 2.： 
I' ) 1 .し t？手 i え I
る‘＼し乍 9 (9..—双i
、p' 窃’祈てウlイ丁；！ ： 

悶 • Jt呈 （しそ． う‘・ 乃今 l=， 
勺 I o 考 p呑

↓未 紆しL f祁flg l. 1 悶しペ 賛 ぷ
"t~ ・・ 科年・ か亥 羞 戸互
ナ丸 み,_ ［r.ょム ふ f̀9 乞
衿 J. 11 °号廷
7,1. 塁を）むそ、ii 
g̀̂ 季し老t¼ン I•J1 I 

1． ざ 名わ ”2 声f‘ 

I t責Ir塁・了閃i
， i 苔切 j L I i ＇ -名,. ヵ ! ' L ． 11J.. ̀  i 

令1 2iら、!！ ちク 『 ！了 [fJ:. ’ 
I t 冗；！ 卜 (.....k:
l 沼 — シ 芦キ！！

| す, i1: ー 1・.|●● ● 1ス・ー 〈 •回一ー 1 ＇ 



外

各
•r 
•. 
·• 

省

I I I 
t2 手可I ~ L）1，， ぼ

！ i ~＼序 l-~ I,,: 戸
！↑ しゃ !m ;？ §髯

>
久行 2 比，

庖 凡沢名l 打J 舌`
料 が` を＇ 令 阻
位ネ9h.,;.)'----＇牙 ｛竺宅

g“投 1[心1 1¢す，？を1I .子／i J ? I 71 
な ； 名 、 ・ 去心

f IJ ー I')6 今 以 ....,9

1‘ も 4 ふ伶唇入．
g 唸ビ亡
と怜 砕／:;:-- -1, 

t 
I;,,... j Lf'-: 

・ ヤ ・ゞ l り
& “公）介

‘’ ！ , 衣 I ーcfj，' ．ノ r•
J -‘lて、 i

イ.' ，, I”し lI ▼雪4-•9 ' 

了...... 疇 I 況！るI ?j..
つ I 助7 i l厄！ Lヽ

I , (!::. I i 1 I { 

I 

•お耽 1 叫I i "ぅ I I、ィ

切久 埓 ::.:）‘ ，, ＇' ! | _I、 , 全 I, -

勺 るを と；二上-ー-・--．＿1'！_か(-. ＇），旦i；I, -1 ，[ 



t

条
；
す
じ

f
t
p
;；
1
臼
＿
詈

合
9
:

'

；

〗

し？
f
誓
塁
了
＼
乃

l

d
違
喜
り
彦

：
~
炉

9
.

，i

'
i
i
-

i

ー
：
ー

h

い
ー
！
上
廿
ー
ー
—

1

廿

l
_，t

且
：

1
，
；

i

~

外

務

省

今
和
枠
此
ツ
！
含
咋
百
名
白
平
し
す
？
‘
ぼ
ー
・
J°

[ ［ ［ 
又戸

11 I~ . h irl.i 
1 アを

I ~ I It 
一

胄
1-沖
h
う
と
4
9
L

；で
3
0

,1

9
-

．．
 
,
 
．． 
,
1
,
 ．．
 
,
 
．．
 

．．．
 
，・
・1、.
l

l
1
.i

.,
．,1
,
＇

i
i'
；

1

1

．
f内
ふ
ご
父
？
考
尻
ば
~
つ

-
4え
ピ
i
~
き
逸
苫
，
麿
肖
白
ユ
ら
と
り
：
令
ー

．`  ●9 .. 



•• 
ー

一
胄
と
吟
？
ク
令
＇
く
、
又
ー
す

か
伐ぃ
7-＿一条
1

号
手
勺
賃
ILi
蛉）冗
ふ

l
|
~
．
|
ー

ト

ー
|
|
l

l
ー

J
I
I
I
I

I
j
H
i

,！
ー
叶
．
ー
ー叫

r
 

r
1り
j

。
以
；
是
'
:
ょ
位
望

tr乙
は
ま
急
羹
ゲ
．
ス
砂
'
f中
｝

――ー
戸
i
ー|ー，、

1

|

ーー．

i

|

ー

・

1

な
覧
沼
ヒ
1

ぷ
ふ
に
と
そ
ほ
該
｀
戸
ぶ
ヱ
象
｀

~
l
f
国
ふ
翌

3
定
蒻
＼

/
V
)
 

杉
忍
改
とt
2
，

夜
ば
氾
i
f
i
F
.
ど
マ
ぢ
た
と
＄
了
芯
翠
ャ
，寸
ー•
A芸

ナ
多
で
竺
砂
往
忍
ぅ
ク
な
？
尺
ー
ト
，
i
易
J
o

半
以
●
炒
択
ー
サ
詈
<

6
サ
を
と

ー

翌
合
芯
合
伶
惇
か
ー
…
＾
す
。
．

A
ダ
A
v
．
末
双
ヽ
令
9

弓
J

昏
は
ん
旧
そ

r
石゚ .

，

↓

i

9

,

-' 

,9

1

,

，
i
i
i
.
i
i
,
;
i
i・・9

.

1
9
i

.

;
1.
.•• 

1・＇

I
I•9

.i
1
1;1 

.. 

lJ
吐
屯
話
内
乃
ー
内
f
守
h
1
4
土
り
が
矛
゜

へ．．． 



一

情
g
.
1
あ
ィ
4
0

-

l

_

1

91

-9,
•99
9 

.. 
'
.
I
I
 

I
 

l

-

『

r

．□『呻
'.3'
『つ↓ニ

―――
―
―――-
1
・鴫，
1-
「＇・―-rm
.. m
-―-...... ＿-
『
1ゴ
9
,

＇

T
→
•
T
r
-＿
■
T
S
-

―
•
~
-
i
1

,

．
＇

ゴ
．

r
，

4
・
9

..
 

‘~l
'1
,
',
9,.
^̂c~! 
ー`ノ．r．

1

文り

i
-

9
．ヽ

一

＾
 

7・ 

T

．

え`

『

『

；
与
ぷ
ら
言
E,tュ
＼
r

て
し

J-i’
忙
号
内
ぎ
評
心
；
3

ア．号
1

み

で

I
`
i
 

y
-

}

3ー＇

す

ク
・・一

• 

9
,
 

．．
 

ー
，

ー
•

,
．
-

t
望
f

印
り
胄
・i3と
迄
令
号
ポ
｛
オ
手
各
',兄
ら
ふ
脊
互

―

ば
―5
、
わ
む
？
し
〗
虚
沿
心
筏
祉
＼
ー
広
け

J
て

．．
 
l
．

ち
偽
＇7-
森
吃
甘
属

ぶゑ
雙

2
浅
ね
屹
し
」とし
i

う
ふ
シ
惰
闊
ク
各
J
i
J
-
3屑
合
小
，
W

、
』
、
団
名
吃
，
：
号
玲
s
¥
匹
支
冤
望
豆
賃
ふ
了
厄
合
、
P

．

、

n
，

●一

．

＇ 

＇ 

1
9
.
,
1
,
 ．．
．
．
．
．
 
，
 ．．
 
‘
 

,1

・i
,
1

,
．

；

.

1

1
、.

．

．
 

よ
ょ
忍
花
｛
毛
ヽ
§
↓
ぶ

．

．

 

.,
1・‘, .. ,1

ー

・

・
・

9
.
I
•
•
9
9

9

.
'

．

．

 

.,＇・
‘
1
1
 ... ,
 

．

．
 

L

以
弓
心
ー
。
炉
ナ
C-1を
も
1
I
ク
怜
が
丙
」

哀

だ

'

{

` •・ ． 



/‘ 
ヽ

E
ー

ー

ー

し．． 9.. 

． ・1． し――――-＿ヽTしー；、i＇，91':＇9,1',1
量ヽA

， 

I 
！ 

！ 

> / I忍 当 i -} pサ,i＇ ! 
・ク、チ• 力＼・つ え つ‘

’ -？ ・ bl 

礼,t 
之布 ｝ * .' | 

≪ 

兌了 広 5 {1 
t,_ 

思」， 
.＝.). 去 ふ

沙苗翌' 1 ！ 
＼ 

i. It ぅ

を
し

名
i> i 戎
夜 7i 

ゲt し 伝 がて

虐 1
..、

§i 3 '~ ゜ t̀ ’ ／ 

＼`l＼＇ 秘およづi 
t 辺．！

ジ
下 ネ -

嘉i
ノ>— 

わづ： 3 ゚カ,.._ •9 匂 “ み 、 l /且/ t．ヽ I l. ， ！ 

I尽[棺 ？ 茅！1う

互l5 . 
っ,e::,.I 

- あJ ゜~
と
ぅ

iと しへ 抑

凡i-け.7をl 
屁 |院

ぱ

lマミ
氏町 I ， [が

Ii fヽJ 
P)-, • 

I ＇ <、 ？ ： 文- と

ヤ3 J 令土、 旦 羹
—- ． , l 

I 
t.． ’’ 
> `＇ 

.I ...  
！ 

--~- --
’~ ↓凰



青ー

:I t, 

I 

均
恣
；
四
註
了
し
京
；
？
り
数
ぷ
活
号
l竺
衣
岱
包

:

9:

t-

_
|

＇`ー
ー
ー
！
，
1i
'|

-

▲

9,1'，
．l
.

，
 

七

ぽ

賃

A

名
竺
ぢ
紐
11
汝
ど
に
望
TV9
が
L
:
li臼
笈
し

万

1
か

\
•
— 

•• 
1

|

|

i
|

|

|

|

召
―-

／符

-

i

団
i
_
-
)

ゥ
円
登
属

i
:刀
i:9貨
O
I
贋
心
丘
じ
玄
g
l
っ見

―-

――ー
＇ー
|
1
|
|

.

'

,i
,
 
.. 

l

.
！！
 
．．
 
,．
i
,
 
...
 

r
|
I
I
I
i.|
|
I
ー

i

,

．ー
ー

ー

ー
ク
~

．1
・

．、．
コ

2

岳
や
も
一
E

ょ
誓
ぇ
3
0

'

,.―

-

．．
 

↓4
 

、

.

.
 I
 .•
.
. 

9

,

9

9

9
9
9

,

•

、

,

1
,

＇
•

1
,

．．． 
，1 

.• 
1・

＼亙
社
註

1
を大，
1

？
？
.
A
i行
も
め
そ
？
―
;
夕
は



一々一ーー1

―iーー，iーーー1ー！＇ー
- とtti名。

9鴫~←— 慶量n.’’-. 

・立・‘入．I 豆し
戌
ノ

信l' 且4 

ぅl,

＼靡
I ;f 

it 
茅ク

う ，

—-- , ~ ？乙 1-')' 

？ 
っジヽ

?゚．9 ）芸
l秒
泊之， 、閏•”— ぇょ

ヵンt
． E l一;’ 
ビ

l． ./ ← I l 

右 t ｀ 灸 . l条3• I ； 
?•じ

t1, 

七、 ーヽ•3 か＼

が1 ヽ { 2 : 

ゃ.t;ヽ,/J． 叶g ァ
k百す，・

'~こ ：' 

I,; -―2 ノ｀—＇—，· ． I 
脅．矛

1 ・、1i :＇:,,.. 
l. —• J. 

ら‘..ト

う
5

.

＇|＇ー

・

―

.

，
•.•• 

9
i.
 

芯
菜
瓜
嘗
’
弗

ー

,
 

•• 
,
 旦賓げ
―?
-

,
1
.
,

；
i

i

_
|
＇-

.

，

．

 

lf了
い
た
1
f
P

因ユ

＇ 

い
望
こ
工
し
ば
げ
合
今
苓
丸
う
円
訂
因
ゲ
ー1
号
1

.

.

.

 

1

,
 

一

i
i
,
:．9
ー

1
.
i
l
,•• 
,
．1

9

,

l

,

’

―
 

ー

合
す
ふ
↑
・レ2
ード，；

i11年
‘
.、
た
．
方
！
ウ
ヘ
レ
こ
る
（

,

'
,
 

’~

• 

＇ 

（
 

,．
 

ぎ
て
畜
廿
，
ス
が
合
ゾ
ー
に
[.r

巧
心
凸
り
因
旦
」
冒
:'

，．

—

|

ー
江
一

誓
藝

E

界
~
を
え
．7
t
t
(
:

？
ミ
／
を
仇
t
t
.
-
：
オ
）
＼

炉
ー
1
,9,
1
-

"':

1-•

———
-11n-•u 

.. ＿一
■

―●
-
9
.
「―-
9

「
-
;
―
―
-―

-
＝
［
＂
じ
、

11:11ぶ．引
叶

'.i_11'

ー

．
 

―

ー

'
|
i
i・・・―
-1
二
l

●

d

・

・

外

務

省

．．．
 



▼
 

一
り
；
；
グ
i
i
tばi
1
ぷ
3
。

-．

1

/A” 

．
．
 

．
 

•
• 

`
 
．
．．

．
 

閉
名
f
か
住
サ
素
す
苔
摩
夷
之
囚
苔
岱

T2ltJl
:

．．
 

．
 
．
 

．
 
、

．． 

口
ー闊
臼
噂
：

111サ
：
JHII□

因
ぶ
？

i
号
：
文
妥

i
誓
1

和
烹
-l
J
‘r/

4

亨
只
？
該
拿
呈

ー、
乙
ょ
ぎ
”
ぼ
っ
t
泣
5
0

ト
ゆ
合
我
き
ぎ
々
亨
3
滸
ぶ
t
．共
ざ
ぎ
孔
し

.＇ 

[
 

]
 

i
,．，
;l,.,
i
!，
ii

i
-．
i
.
i
,
.
i
i-1・
＇
，
ー

・,
.
,
’
ー

1,
．

II:．．
 
ー
・

—

,

•

1..
•.
... 

9

1

.

，i
l

:

1
・
・
・
・
1

.
 

..

.

.
 
9

9

9

 ..
.
..
.
 f
i
1
 
.
.

.
 
,
 

ふ
如
夏
悶
l
)

午
＇
了
互
悲
万
円

l
ぷ
；
冑
―
皇
且
ぎ
鯰
ぞ
尋
｛

ヽ.. 

・.... 



・.... ・. 
． ヽ． ． 

・.: . .．:．．.．..．・ • 
• 9 : .  

...... 

．
 

ー

,

.
 

9.,•1

1 
... ,9
.
9

言

9
.
1

•
9

1
,
'
•
!
,
1
!
,
1

.
，

．．
 
，
I
I
‘,1
 

ぶ
？
？
5jcc

与
危
渇
瓜
湿
7
3
7
古
舒
喜
了
ぼ
認
1

涅
E
身の

、

予‘点
r,'
 

3
？
↓
；
言
―
t

鸞

i
,
7ょ
差
K
竺
が
炸
1

口
）
Y
，

1
:

宅
に
囚
オ
3

．
伶
ゑ

..-
[
．
．
3

／乞．

l
 

；う、米

、
号
昆
玲
ょ
tf宅
ゎ
褐
ぷ
d
o

.

[

'

`
 
_

__
 
l
t
.
 

号
う
}
2
r
ん
’
冷
苫t
fや
守
入
：
支
店
写
又

4
3

計
1
3
I
J
~
を
ンj
!
i

。

. ・,.. 

筍
ず
炉
ー技’ゎ
3

ぶ
笙
古
ぶ
心
ば
あ
J
o

＂ 

.

.

.
.
 

.

.

.

 

9
 

...

¥-っ¥
)
；
で
ふ
‘こ
瓦
文
已
芝
ー

r.:
t

.,
．．
 

..

L
—

i

|
:
I

.

|

し

••

. 

．．
 

ー
？
望
吐
吟
は
手
筏
上

げ
'z

賛
名
合
は
！
旦
贔
パ

•

•
一

' .

弩
和
．il店
や
悟
，
咤
雑
か
メ
●

ー

i
-

1
1
1・
ー

ー

外

・

務

省

•— 

．^ 
,~ ...· .. 

．． ．： ー・

; : ~.. . . ・・... 



.~ . 

・-. 

嘉
7
后
ぢ
倍
覧
芹
V
l了
令
俎
蒻
．
r

合
が
フ
〉
内
）
り
T-VII
ア
が
‘
＼
人
、
そ
四
属

．
 

•3-

i-

舒
り
5
浴
と
は

2
裕
内
1ー
71
筵
i
翌
厚
笑
；
ツ

4

ぎ
羹
了
ー
f
-
P

d
 

．

亨

，：
喜
”
位
．
T

ど
摩
笠
砂
は
遠
”
ー
1

いふ

9
包
点
伐
晶
ー
土

i
|
iー
・
1
1ー

l

-t
み

――
 

[
 ―

-1ー
g

n

玉
ら
か
釦

1
汀
翌
誓
危
／
沖
5
7出ずーい。

I

~ u』•I

•• 

9-T
-
―‘
-

4

『
-―
―
-
n-
―n-
T-
――●
,9•.•. 

I
 

｀
 

I
.
 

.,．
，
 
．．
． 
．

．

 

――
ら
名
も
~
・
ノ
．

L
に
一
耳
九
y
/
h

の
古
g
．
ア
チV
/̀
n
.W
姿

．

石
立
●
ー
P
内
ガ
こ
の3.

一..
鼻

/―  

.・...' 



この頁不開示。



か＇し

『

●

-.

.

.

 

,
 

．．
． •——

-•_1

-
—— 

J
 

名
団
合
り
と
后

j
'勺
り
言
っ
1
9
3
0

'.. : .. 

.1「
↓
●
●

n
.1・n1

i
れ
贔
祈
料
か
？

t
ふ）そぃ，
a°

一
―
―

務！lヽ
, • 

省I

-

ヽ

)

＇

.

.
II
ー

．

丁

l
冷
す
ぎ
レ
｀
ィ
ン
を
ず
J
-
3
プ
け
＿一．

困互
芹
l
u
人
な
1
ば
｀
犀
勺
ふ
い
棧

r1
9
1

—

を
苫
件
l

間
1
乃
哀
店
巽
ぶ
冠
閃
半
り

t
且
i
l
5
1

り
了`

?
fら
い
／
上
昇
ピ
浄
9

ゑ
惰
(
L

和
リ
冬
ぢ
賛
怜
l
こ

l
l
匂
仕

字
lJ

の
信
匂
｀
方
笈
州
翌
払
{
0

賃
髯
姜
．
翌
喜
奇
勺
団
印
ぶ

.

F

↓↓
.'1
'
 

,

1
,
．99
9
 .
.
 

,
'
1
 

、.I
>
・1

、1
.
t

1

1

1
`
.

.

.
 

．

，
 



．．：．／ ： 

'' ' 

• 9 : '• :. 9: :． 

r
 

方
ふ
に
由
ん
I
し
；
ズ
倍
内
胤
）
了
J
t
ゥ
で
う
。

也
々
う
ヤ
ー
て
住
今
？
翡
ぎ
灼

99999.
 

ふ

．

．

 

.

＇_＇ 

『
↓
鴫
↓
言

a
.
i
,
-
=

<.. 
本、

；；； ， 

――
 

屁し
1

年
學
丘
バ
？
ご
了
―
区
は
9
バ
＾
る
し
芯
以
，
円
日
及
ぅ
,

9

 

予
蜆
ク
そ
i

況

1
点
戸
且
ェ
内
兒
伶
ガ
せ
り
信
耗
．

．
 

い
99

:

..

.,
l
'
|

．
，
叶

，

•J
,1

...
 
J
1バ，
’9
,
1
l叶
1

1
l

.,．
,9
,＇、
1,9-i'
.. ,．
i

,＇ 

．．
 

',

•

,'.i.I-9 
.....
 

／
万
~
哀
岨
応
り
さ
羞
双
、
＼
百
り
貪
ぼ
廿
厨

(
―
加
洛
兵
l

竹
ぐ
l

塁
J
ー

／

／

）

籾
厄
：
こ
唸
ふ
矢
含
戸
津

ll胆

/
／
 

0-
J
 

ぎ
；
匁
し
ち

い
享
¥.5喜
嘉
砂
了
―
-
t
]

~
u

曹

~

．．
 

T
.『
1

9
i

↓f

、
｀
倉
み

．

．
 

/9
ピ

「
~
立
ふ
考
＆
t
t

し

9 : 

m---ご1 , -



し ・-・.. 

ム
ー
ん

．
 

し
な
心

19と
1
戸
v

3

ぺ
；
‘j,．
一
『

、

●

ー

・

・

・

,；
,
J

-

―
 

卜ク

/
，
 

各
—•
J 

1
古
惹
．
冗
け
も
ゆ
も
拾
汎
；
租

t-

冗

•

• 

•一

4
 

舌
立
ナ

4
 

象
号
ガ

．
 

I~ 

4
アみ貫，
＇
；
又
堵
習
d
呑

v,-
．りノ．

，
 

つ
和
ご
冬
可
3
｛
砂
守
？
豆
少
？
人
フ

t
¥
r)msf9厖
芍
‘
仕

咤
t
i
g
T
約
3
臼
こ
渦
ふ
芹
ー百

!
:
~
“
6号
ぶ
乞
，
ふ
丘
渕
ハ
で
す
~
柱
臼
歩
詫
：
ふ
危
糾
戸
丁
‘
ヽ

` ・ • ． 



9』

/ -・ 
’ 

I
L

仁
rJ
毛
¥ノ＜
オ
ー
り
j

月
＇
ど
¥
,

A
i
季
JJR
~
鼎
祓
椒
卜
1

ー
ジf
ご
殊
ー

I

，

f
こ
し
ー
や
イ
ー
3

i

夕
れ
厄
？
と
I

弓
7ー
L

¥

r
,．．．
 

．
 

ケ
7

ー

．

＼

1
9
 

7ー
1
'
-

―

―
1

――
―――
―――
―■
―
―
―
―
―――
-

9

――

外

務

名

．

ぽ
と
為
V

ふ

3
そ
ふ
｀
＿
t
，4

苔
但
1
一
ー
し

、

9

,
1

|

1
,9

-

、

壮
話
囮
芦
よ
~
信f

-

匂
厄
各
立
喜
”
杉
夜
召`
3-cと

文
：
ク
り
，．いを．`

汽
守
ー
乙

竺
心

リ

ア

1
笞
｀
’
ぐ
レ

17ー
バ
；
内
世
[

1J
If ら

ur

＇ 

』

•• 

．．
 

．
 

．
 

区
ぇ

L

＇・X

花
き
—
ー
と
褻
9
’

-
：

~
i
r
曹6

＇ 

守
り
李
カ
ン

＇ 

'

'

 

i

今
P
ぶ
’
3
5ゑ
＾
話
只
吝
|

B

工
や
き
符
L

-7

t

／

ー

）

／

疇

． ・． ．



｀ 
'.. .• 

“• 

•1 

.

.
 

，' 

•4

, 

“

ぶ

'プ

i
r̀
‘

ノ
-



鰭 指定解、
情報公開宝

SECRET 

DRP_FT TREATY OF MUTUAL COOPERATION AND SECURITY 
BETWEEN J Af? AN AND THE UNITED STATES OF A碑 RICA

PREAMBLE 

-・--一~ 一

Japan and the United States of America 

DesLring to strengthen the bonds of peace and friendship traditionally 

existing between them, and to uphold the principles of democracy, 

individual liberty, and the rule of law, 

Desiring further to encourage closer economic c・ooperation 

between them and to prpmote conditions of stability and economic 

well being in their countries and in the Pacific area, 

Reaffirming their faith fo the purposes and principles of the 

Charter of the United Nations, and their desire to live in peace 

with all peoples and all governments, 

Recognizing their inherent.right of individual or collective 

self defense as affirmed in the Charter of the United Nations, 

Having resolved to conclude a treaty of mut.ual cooperation 

and security, 

Therefore agree as follows: 

ARTICLE I 

_＿＿-―ー

一o-riO
孝
次
元
ふ

The Parties undertake, as set forth in the Charter of the 

United Nations, to settle any lnternational disputes in which they 

may be involved by peacef叫 meansin such a manner thatしnternational

peace and security and justice are not endangered and to refrain i.n 

SECRET 

‘’ 
， 
,. 



秘翁描定解除
情報公開室

SECRET 
-2-

their intern_ational relations from the threat or use of force against 

the territorial integrity or political independence of any state, or in 

any other manner inconsistent with the purposes of the United Nations. 

ARTICLE II 

ヽ` The Parties will contribute toward the further developm・ent of 

peaceful and friendly international relations by strengthening the江

free institutions, by bringi~g about a better unde~standing of the principles 

upon which th~se institlltions are founded, and by promoting conditions 

of stability and well being. They will seek to eliminate conflict in their 

international economic policies and will encoura_ge economic collaboration 

between them, including economic cooperation with other friendly and 

like-minded countries in the Paciiic area. 

ARTICLE ill 

In order more effectively to achieve the objectives of this Treaty, 

the Parties, separately and jointly, by means of continuous and 

effective self-help and mutual aid will maintain and develop their inclividLial 

and collective capacity to resist armed attack and to prevent and counter 

subversive activities directed from without against their territorial 

inte字ityand political stability. 

SECRET 
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情報公開宜

-SECRET 
-3-

ARTICLE IV 

忠、-::P江 tie8will co1:.s ult togdher reg戸 ．B．：gしhei~ple~心n~~tioぃ

of this Treaty and whenever in the opinion of either of them the 

、 terrltori.alintegrity,匹坦堕心函率幽：nee,or security of either 

of ihem is threatened in the I:旱］こム—

ARTICLE V 

Each Party recognizes that an armed attack in the Pac辻ic

directed against the territories or areas under the administrative 

control of the other Party would be dangerous to its own pea~e and 

safety and decl紅 esthat i.t would act to meet the common danger 

i.n accordance with its constitutional processes. 

Any such江 me'dattack and all measures taken as a result 

thereof shall be immedi豆telyreported to the Security Council of 

the United Nations. Such measures shall be terminated when the 

Security Council has taken the measures necessary to restore and 

maintain international peace and security. 

＾ 

ARTICLE VI 

X In furtherance of the-'objectives of this Treaty, the United States 

has'the use of certain bases in Japan. With respect to the use of these 

bases and the status of United States Forces in Japan, the Admi.nLstrative 

Agreement signed at Tokyo on Febru紅 y28, 1952 as amended, shall 

continue i.n force. 

SECRET 
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ARTICLE VII 

This Treaty does not affoct and shall not be interpret.ed as 

affecting in a~y way the rights and obligations of the Parties under the 

Charter of the United Nations or the responsibility of the United 

Nations for the maintenance of international peace and security. 

｀
 

ARTICLE VIlI 

This Treaty Shall be ratified by the United States of Aェerica

and Japan in accordance with their respective ・constitutional processes 

and wi.11 enter into force when the i.nstrll.Illents ofェati.fi.cationthereof 

have been exchanged by them in Tokyo. 

ARTIeLEIX 

The Security Treaty between Japan and the United States shall 

expire upon the entering into force of this Treaty. 

ARTICLEX 

This Treaty shall remaininiorce indefinitely. However, after 

the Treaty has been in force for 10 years either party may terminate 

it one ye紅 afternotice has been given to the other party. 

SECRET 
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Prime Minister Kishi and Forei_gn Minister Fujiyama met wit互

Ambassacior MacArthur _today. The meeting was pursuant to the agree-

ment reached in Washington between Foreign Minister Fujiyama and Secretary 

D旦Uesthat following Foreign Minister Fujiyama'~ return to Tokyo, the 

present security arrangements between Japan and_ the United States would 

be re-examined through diplomatic channels with a view to adjusting 

them on a basis entirely consistent with the new era in relations between 

the two countries affirmed between Prime Minister Kish.i and President 

Eisenhower in the Joint Communique of July 22, 1957. 

The dis~込ssions to_day j.nvolved a preliminary.exchange of views 

ニーS孟~ replacin; the present security treaty 
A 

with a new security treaty., Consideration was also given to arrangements 

for continuing the discuss}］苺 onthis subject. It was agreed that there 
would be further meeti.轟sin.t盗:coming weeks to discuss these matter:; 

・へ‘‘

in greater detail. 

（ 三に平予二三、
--- L --—. 

？似ら必必んべ心 IJi`-- —名ー・呈 I＼ 

一 ん心 ？、に「↓ピ←た
、以上呂．/
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日
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と
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カ

合

衆

国

と
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の
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互
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衛

条

約

日

本

国

及

び

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

は

、

国

際

連

合

憲

章

の

目

的

及

び

原

則

に

対

ナ

る

信

頼
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を
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L
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の
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衛

力
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、
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右
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．
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を
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衆

国

の

陸

軍

及

び

海

軍

の

防

衛

六

箇

年

計

画

の

完

迷

年

度

の

終

了

後

ふ

そ

く

も

九

十

日

以

内

に

、

よ

り

の

撤

退

を

完

了

す

る

も

の

と

す

る

。

日

本

国

第

五

条

各

締

約

国

は

、

又

は

そ

の

施

政

旅

下

に

あ

る

地

域

に

対

し

て

行

わ

れ

る

武

力

攻

睾

が

自

国

の

平

和

及

び

安

全

を

危

く

す

る

も

の

と

認

め

、

に

よ

っ

て

脅

か

さ

れ

た

と

認

め

た

と

き

は

‘

第

四

条

ー

相

互

防

衛

の

発

動

条

項

）

西

太

平

洋

区

域

に

お

い

て

い

ず

れ

か

、̀

一

切

の

地

上

部

隊

は

、

い

つ

で

も

協

議

す

る

も

の

と

す

る

。

、
.I 

≫
 

日

本

国

の

一

方

の

締

約

国

の

領

域



・:・,, ・. 
4
.
 

4
 

こ

の

条

約

は

、

日

本

国

及

び

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

に

よ

っ

て

批

准

さ

れ

な

け

れ

第

八

条

第

七

条
両

締

約

国

政

府

間

に

土

つ

て

協

議

決

定

ナ

る

も

の

と

す

る

。

（

た

だ

し

右

の

期

限

は

、

い

か

な

る

場

合

に

も

、

前

項

に

よ

る

地

上

部

隊

の

撤

退

完

了

後

六

年

以

内

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

0

)

第

六

条

（

残

留

米

軍

の

使

用

目

的

及

び

そ

の

地

位

）

．

ー

第

五

条

二

、

の

抵

退

期

限

前

に

4

い
て
、
し
日

本

国

に

残

留

ナ

る

ア

メ

リ

カ

・
合

衆

国

の

軍

隊

は

、

第

四

条

の

目

的

の

た

め

に

使

用

す

る

こ

と

が

で

ぎ

る

。

ー

ー

一

、

に

掲

げ

る

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

の

軍

隊

の

日

本

国

内

及

び

そ

の

附

近

に

4

け

る

配

備

を

規

律

ナ

る

条

件

は

、

別

に

両

締

約

国

政

府

間

の

協

定

で

決

定

す
る
。

ー
安
保
条
約
の
終
了
）

日

本

国

と

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

と

の

間

の

安

全

保

障

条

約

は

、

規

定

に

従

い

、

と

の

条

約

の

効

力

発

生

の

と

き

に

、

そ

の

効

力

を

失

う

。

撤

退

期

限

は

、

（
批
准
条
項
ー

．．
 ヽ．
 

そ

の

第

四

条

の
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ふ
i
.
1

ぶ

・
中
．
や
魯
む
厄
・
江
i
.̀
，.

， ． 
： 

5
 

． 

・ヽ
千

九

百

五

十

通

を

作

成

し

た

。

第

九

条

年

月

日

0

0
で
、

以

上

の

証

拠

と

L
て

、

下

名

の

全

権

委

員

は

、

こ

の

条

約

は

、
こ
の
条
約
は
、

（
有
効
期
間
）

二

十

五

年

間

引

ぎ

続

い

て

効

力

を

有

す

る

。

い

て

効

力

を

有

し

、

と

き

に

効

力

を

生

ず

る

。

ば

な

ら

な

い

。

-. 

• ヽ

f
 

ー・

日

本

語

及

び

英

語

に

よ

り

、

本
書
ー
ー

こ

の

条

約

に

署

名

し

た

。

も

っ

と

も

、

第

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

の

軍

隊

の

日

本

国

よ

り

の

撤

五

条

及

び

第

六

条

の

規

定

は

、

退

完

了

の

と

き

、

そ

の

効

力

を

失

う

。

締

約

国

の

い

ず

れ

か

一

方

が

こ

の

条

約

を

終

了

せ

し

め

る

意

思

を

右

の

期

間

満

了

の

一

年

前

に

通

告

L
な

い

と

き

は

、

こ

の

条

約

は

さ

ら

に

五

年

間

引

き

続

そ

の

後

も

同

様

・に

順

次

延

長

さ

れ

る

。

批

准

書

が

祠

国

に

よ

っ

て

0

0
で

交

換

さ

れ

た

＼
 

ぐ・

. :・. 
！ 
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6
 

へ・

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

の

た

め

に

日

本

国

の

た

め

に

，， 

‘ 




